
ハーティ（日常・巡回） 1,850日

アドバンス（定期・特掃） 2,535日

●６月の重点項目『不安全行動の防止』ビルマネジメント（設備管理） 3,448日

交通災害・事故 1,435日

12月25日現在無事故日数
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 1月 4日（木） 仕事初め（本社） 

 1月 5日（金） 仕事初め式・十日恵比寿神社参拝 

   ※12月29日(金)～1月3日(水)   事務所閉所 

       ※緊急連絡先：川西(080-8372-9096) 

 

1月の行事 

おかげさまで創業44周年 

会社情報発信紙 

連載 第33回 『社長日記』 

  

   行く年・2017年。来る年・2018年 

 

 社員の皆さまには2017年も大変お世話になりまし

たことに感謝申し上げます。 

  2017年も残すところわずかになりました。皆様

2017年はどんな年だったでしょうか。 

 会社にとっては変化の多い一年でした。数多くの

新たなお客様が増え、社員数も3年前が47名が、今で

は111名と2倍に増え、新たな出逢いが多い充実した

一年でした。   

 その中でも3月には本社に今泉敬子さんが入社して

いただき、新たな風を起こしていただきました。 

 そして、現場では数多くの方が入社されたと同時

に、長年ご勤務された方の退職等々、人との出逢い

や別れが数多くあった一年でした。しかしながら、

これから将来のことを考えると『今と同じやり方』

を変えるには、人の出逢いや別れがあることは当然

ではないかと考えています。 

 また、さんびるグループ傘下になって4年目の

2017年も、環境整備の徹底と、経営計画書を繰り返

し学ぶということを皆様にお願いしてきました。 

 まだまだすべての社員の方々が同じサービス提供、

同じ価値観に向いていないのが現状ですが、少しず

つですが、新たな文化が生まれつつあります。 

 行く年2017年を振り返りながら、社員の皆様方に

とって、来る年2018年が素晴らしい年になりますよ

うお祈り申し上げ、心新たに、わが社の更なる発展

を誓っておりますので、社員の皆様方、ご協力をお

願い申しあげます。 

 一年間本当にありがとうございました。 

 新年もよろしくお願いいたします。 

（深謝・竹田幸夫） 

 

 

 

 11月28日(火)に第15回マスターズ技能会・清掃の 

部を開催しました。 

 今回審査した清掃は二つ。 

 一つはカーペットの掃除機の掛け方と机の拭き方。 

 もう一つはトイレ洗面台の清掃の仕方。 

 20以上の厳しい審査項目を設け、清掃の仕方はも

ちろんのこと、挨拶や最後の確認をしたかといった

ことも審査対象でした。 

 清掃の部・床清掃のポイントとして、一番は床の

ごみの取り残しがないかではないでしょうか。また、

その手順や掃除機の操作のスムーズさ、床のごみの

上を歩いてないかを大会の採点基準としています。 

そのような中で、普段とは違う環境に緊張されてい

た社員さん達ですが、全員無事に競技を終えられま

した。 

 この大会の結果は来年3月の経営計画発表会で披露

されます。皆さんお疲れ様でした！ 

1993年2月創刊 

マスターズ技能会を実施しました！ 



部門 枚数 部門 枚数 部門 枚数

ハーティ 121 アドバンス 19 その他

施設管理 7 お客様係 52

合計 199

サンクスカード 12月分

サンクスカード 

11・12月誕生月の皆さまからのお葉書 

第44回社内旅行記 

 11月18日、19日と社内旅行を開催しました。行

く先は雲仙普賢岳方面です。出発式では、創業者

の西依有一さん、竹田社長から挨拶が行われ、華

やかなムードで福岡を出発しました。 

              

 まず最初の観光地は             

「日本一長い足湯」で            

す。なんと105メート 

ルもあるようです。み 

んなで足湯につかい、 

長旅の疲れを癒しました。 

 

 2日目は雲仙普賢岳の被災地を巡るスケジュール

です。平成3年6月3日の火砕流では、死者40人、

行方不明3人という悲惨な災害です。 

 当時の記憶や記録が残る雲仙岳記念館に訪問し、

当時の大変さそして今の世の中の平和さを改めて

感じ、当たり前の生活を感謝しなければと全員で

思って記念館を後にしました。 

12月のお誕生日おめでとうございます！ 

               1月の安全標語 ※平成３０年３月より新標語スタートします 

『目配り、気配り、いつも危険と隣り合わせ』永田 和子さん 


